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５年連続増益、過去最高益を更新５年連続増益、過去最高益を更新
～営業利益は４５０億円を達成～～営業利益は４５０億円を達成～
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Ⅰ．２００７年３月期　決算概要
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２００７年３月期決算（ハイライト）

－４－

Ⅰ．２００７年３月期　決算概要

　（注）前回予想は、 ２００７年１月の第３四半期決算発表時の見通し

売 上 高 ９,５１６

金　額 前年同期比

営業利益

経常利益

当期利益

　４５１

４４３

２６１

＋　７%

＋２５%

＋２６%

＋３６%

＋　３%

＋１５%

＋１５%

＋１３%

前回予想比

１．全項目で予想値を上回る

２．営業利益・経常利益・当期利益は５年連続増益、過去最高値を更新

３．ＲＯＥは１２.７％に上昇（前年同期比＋２.２％）

一株利益　　　　　１８９円８１銭 ＋３６%

一株配当　　　２５円００銭 ±　０%

＋１３%

±　０%

（億円）
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２００７年３月期決算実績（偏差説明）

－５－

Ⅰ．２００７年３月期　決算概要

　対前回予想値（ ２００７年１月３Ｑ決算発表時）比較

　　1.  売上高　　（　９,２００億円 　→　 ９,５１６億円　　＋３１６億円）

　　

　

　　２．営業利益 （　３９１億円 　→ 　４５１億円　 ＋６０億円）

　　　　

＊電子デバイスシステムでは、半導体製造装置、ＨＤＤ関連製造装置等の好調により１６２億円増

＊ライフサイエンスでは、欧米向医用分析装置の好調等により７２億円増

＊情報エレクトロニクスでは、メディアデバイスの販売不振、チップマウンタの納期後倒し等により

　　１０１億円減

＊先端産業部材では、素材価格の高値継続やＦＰＤ・プリンタ関連部材の需要増等により

　　１８２億円増　

＊電子デバイスシステムでは、販売増加に加え、コスト低減等により４４億円増

＊ライフサイエンスでは、欧米向け医用分析装置の好調等により１９億円増
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情報エレクトロ ニクス

先端産業部材

２００７年３月期実績（売上高）

売　上　高

（億円）

　（注）０６予想は、２００７年１月の第３四半期決算発表時の見通し　

８,８８３
９,５１６ ＋７％９,２００

前年度比

2,280

853

2,615

3,135

Ⅰ．２００７年３月期　決算概要

2,460

860

2,475

3,405

＋１５％

＋　９％

＋１４％

△　９％

　【前年度比　増減説明】

　　１．電子デバイスシステム：　半導体製造装置、ＨＤＤ関連製造装置の貢献で前年比増

　　２．ライフサイエンス　　　 ：　欧米向け医用分析装置の新製品投入効果で前年比増

　　３．情報エレクトロニクス　：　携帯電話用半導体デバイスの需要減等で前年比減

　　４．先端産業部材　　　　　：　自動車関連部品、ＦＰＤ・プリンタ関連部材等が増加

2,622

933

2,374

3,587

－６－
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－７－

３６０

４５１ ＋２５％

３９１

前年度比

224

16

２００７年３月期実績（営業利益）
Ⅰ．２００７年３月期　決算概要

34

＋２０％

＋３９％

＋１１％

＋４２％

　 【前年度比　増減説明】

　　１．電子デバイスシステム：半導体製造装置・ＨＤＤ関連製造装置等の売上増が貢献

　　２．ライフサイエンス　　　 ：欧米向け医用分析装置の好調、ユーロ高の影響等により増加

　（注）０６予想は、２００７年１月の第３四半期決算発表時の見通し　
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前年度比

２００７年３月期実績（経常利益・当期利益）

－８－
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Ⅰ．２００７年３月期　決算概要

（億円） （億円）

　（注）予想は、２００７年１月の第３四半期決算発表時の見通し　
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財政状態（貸借対照表〔要約〕）

－９－

Ⅰ．２００７年３月期　決算概要

　　１．自己資本比率　　 ：　４５．０％　（＋２．８％）

　　２．一株当たり純資産 ：　１，５７２円１４銭　（＋１６７円１８銭）

株主資本

評価・換算差額等

退職給付引当金

＜２００７年３月末　　　　（単位：億円）＞

＋２２４　４，８０２負債・純資産合計
＋２２４

　
４，８０２資産合計

　＋４５１少数株主持分　　　　　

　＋７７５　＋６　３８６投資その他の資産　

＋２２２　２，０８８　△６　３７無形固定資産　

＋２３３　２，２１３純資産＋２５　５７１有形固定資産　

△０　１３その他　＋２５　９９４固定資産

△４　２６７　＋９　２０９その他　

△４　２８０固定負債＋７１　６６２たな卸資産　

＋１０８　６０２その他　△３８　２，３４４受取手形及び売掛金　

△１１４　１，７０７支払手形及び買掛金　＋１５６５９３現預金、関係会社預け金　

△６　２，３０９流動負債１９９３，８０８流動資産

０６年３月末
比増減額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は対０６年３月末比

０６年３月末
比増減額
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財政状態（キャッシュ・フロー）

－１０－

Ⅰ．２００７年３月期　決算概要

キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

フリー・キャッシュ・フロー

　１．税引前利益　　　　４３０億円　　　
　２．減価償却費　　　　　７６億円　
　３．運転資金　　　　△１７５億円　
　４．法人税等支払　　△９３億円他　

営業活動によるキャッシュ・フロー（０６実績）

　１．株式取得・売却（営業投資）　△２億円
　２．固定資産取得・売却　　 　 △５１億円
　３．子会社株式売却による支出　△７億円他

投資活動によるキャッシュ・フロー（０６実績）

０５実績

157

△96

248

△59

61

189

（億円）

０６実績

　【０７年３月末　ポイント説明】

　　１．現金及び現金同等物残高　５９３億円　（０６年３月末比＋１５７億円）

　　２．連結無借金を継続
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経営指標の推移（ＦＩＶ・ＲＯＥ）

ＲＯＥ（自己資本利益率）

－１１－

ＦＩＶ（日立式経済付加価値）

0

100
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０５実績 ０６予想 ０６実績

（％）

１３１

８５

　（注）ＦＩＶ（Future Inspiration Value）＝税引後事業利益－投下資本コスト
　投下資本コスト＝（株主資本＋有利子負債＋リース資産）×ＷＡＣＣ　

（億円）

１６２
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１１.５
１０.５

１２.７

Ⅰ．２００７年３月期　決算概要

　（注）０６年度予想は、２００６年１０月の０６年９月中間期決算発表時の見通し　



Copyright© 2007 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

Ⅱ．経営基本方針

－１２－
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経営方針

市場の伸びを上回る高成長・高収益企業の実現

企業価値の最大化

顧客第一主義の
徹底 商事部門

付加価値提供型事業
への転換

経営体質の
強化・軽量化

連結経営の強化

自社製品

選択と集中による
コア事業強化

基本と正道の遵守

ハイテク・ソリューション事業における
グローバル・トップを目指す

運営方針

企業ビジョン
Ⅱ．経営基本方針
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Ⅱ．経営基本方針

運　営　方　針

自社製品：Ｒ＆Ｄ強化による強い製品の開発とスピ－ドアップ

商事品：中長期的視点と営業投資による新ビジネスモデル開発

　電子デバイスシステム

　新たな経営の柱となる製品の開発とアフターサービスまで含めたベストソリューション提供

ライフサイエンス

ナノテクノロジー等の高度技術を活用した成長分野でのプレゼンスの向上

情報エレクトロニクス

ハード・ソフトを融合した最適ソリューションの提供

先端産業部材

グローバルネットワークを活かした付加価値提供型ビジネスの開発
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研究開発投資計画

【研究開発費】

（億円） （％）

－１５－

自社製品

売上高比率

１９１

１７９

２２９

Ⅱ．経営基本方針

　②主要セグメントの研究開発費売上高比率

　　・電子デバイスシステム 　　　： ７．８ ％

　　・ライフサイエンス　　　　 　　：　８．１ ％

■研究開発重点方針

　・共通コア技術の先行開発強化と早期戦力化

　・先端顧客との共同開発推進

　・営業・設計の連携強化

　・開発スピードアップ、日立の研究所との連携

■０６年度実績

　・高分解能ＦＥＢ測長装置「ＣＧ４０００」

　・生化学分析装置「LABOSPECTシリーズ]

　・Ｇ８対応液晶関連製造設備

■０７年度の取り組み

　①主な開発テーマ

　　・半導体検査装置

　　・医用分析装置

　　・G１０対応液晶関連製造設備

　③主な知財戦略

　　・ビジネスツールとしての特許戦略策定と実行

　　・日立ハイテクグループ知財の一体運営
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グローバル戦略
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（億円）

　　

アジア

欧州

北米

＜海外取引高比率＞

その他

中国
大陸

５,７４２

△１３％

△ ７％

△ ２％

△ １％

△４％

前年度比

△１４％

＜５９％＞ ＜６０％＞→

５,４１５

＜６０％＞→

Ⅱ．経営基本方針

５,２３２

輸入 ＋ ９％

　（注）海外取引高とは、海外売上高と輸入品国内販売高の単純合算値

１．グローバルトップを実現する自社製品事業推進

　　主要顧客との次世代製品共同開発

２．高付加価値ビジネス開発による商社機能強化

　（1）先端デバイスのアプリケーションサポート提供

　　　　による顧客開拓

　（2）先端産業部材分野での世界最適調達

　　　　ソリューション提供

３．グローバル調達力強化

　（1）製品・ユニット部品の海外調達強化

　（2）グローバルネットワーク活用による輸入拡大

　　　　→国内顧客へのソリューション提供

　(3)Out-to-Outビジネス拡大

　　　　年平均６％（売上高）の成長を目標

４．海外地域経営統括機能の強化とエマージング

　　　地域での事業基盤強化

　（1）米・欧・ASEAN・中国４極の地域戦略推進

　（2）０７年４月インド支店・モスクワ事務所開設、

　　　　０７年度上期メキシコ事務所開設予定

【グローバルビジネス戦略】
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モノづくり力強化と環境経営
Ⅱ．経営基本方針

環境経営推進

　～環境適合製品適用率　
　　向上、ゼロエミッション　
　　推進

最適生産体制の確立

　～グループ会社再編による
　　設計・製造分担

コスト競争力の強化

　　～原価低減プロジェクトの
　　　強力推進

半導体評価・解析装置 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ自社製品

ｼｽﾃﾑ設計

開
発
の
強
化
・

一
元
化

生産設計

那珂事業所

０７年４月吸収合併により生産設計ﾘｿｰｽ集約

コ
ア
製
造
技
術
の

集
中
管
理

日立ﾊｲﾃｸｻｲｴﾝｽｼｽﾃﾑｽﾞ　（一部那珂事業所）

当社事業所
コア技術

／コア技術管理

Gr会社 コア技術

／準コア技術

一般外注 ノンコア技術

原
価
低
減
の

　
　

強
力
推
進

主要製品における低減率

５％　（Ⅴプロ-Ⅲ）
自社製品売上高原価低減率

４％

戦略的調達活動の徹底推進

＜環境適合製品＞

日立グループ共通の評価基準による環境負荷
の小さい製品

＜ゼロエミッション達成拠点＞

年度最終処分率１％以下かつ最終処分量５ｔ未満

８０％７２％７０％適用率

１０年度０７年度０６年度

【環境適合製品適用率推移】 【ゼロエミッション達成拠点】

９箇所６箇所拠点数

１０年度０６年度
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Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

－１８－
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２００８年３月期業績予想（ハイライト）

－１９－

売 上 高 ９,１００

金　　額 前年度比

営業利益

経常利益

当期利益

　 ４２０

　４１０

　２５０

△　４%

△　７%

△　７%

△　４%

Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

一株利益 １８１円７５銭 △　４%

一株配当 ２５円００銭 ±　０%

（億円）

ＦＩＶ １３０ △１９%

ＲＯＥ １１.１％ △１.６%
　（注）２００８年３月期想定レート：１ＵＳ＄＝１１０円
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２００８年３月期業績予想（増減説明）

－２０－

　対前年度実績値（ ２００７年３月期実績）比較

　1.  売上高　（　９,５１６億円　→　９,１００億円　　　△４１６億円）

　　

　

　

　２．営業利益 （　 ４５１億円　→　 　４２０億円　 　　 △３１億円）
　　　　

　

＊電子デバイスシステムでは、半導体プロセス・後工程装置、ＨＤＤ関連製造装置の減少等
　　により６２億円減

＊ライフサイエンスでは、欧米向け医用分析装置の前年度反動減等により１２１億円減

＊情報エレクトロニクスでは、チップマウンタ、情報通信等の販売増により６９億円増

＊先端産業部材では、プリンタ関連部材の減少や半導体関連部材の需要減等
　　により３０２億円減

＊電子デバイスシステムでは、ＨＤＤ関連製造装置の売上減、研究開発費増加等により１４億円減

＊ライフサイエンスでは、欧米向け医用分析装置の売上減、為替差益の減少等により４０億円減

＊情報エレクトロニクスでは、チップマウンタの売上増等により２９億円増

＊先端産業部材では、プリンタ関連部材の減少や半導体関連部材の需要減等により
　　６億円減

Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要
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（億円）

２００８年３月期業績予想（売上高・営業利益）

－２１－

売　上　高

Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

営　業　利　益

0

5,000

10,000

０５実績 ０６実績 ０７業予

（億円）

0

250

500

０５実績 ０６実績 ０７業予

△４％

前年度比

△２％

△１３％

△８％

＋３％

2,280 2,560

812

2,443

3,285

2,622

933

2,374

3,587

８,８８３
９,１００９,５１６

３６０

４２０ △７％４５１

前年度比

△５％

△３２％

△１６％

＋１３１％

224

88

33

269

123

36
2216

255

84

31

52

先端産業部材 情報エレクトロニクス
ライフサイエンス 電子デバイスシステム

853

2,615

3,135
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２００８年３月期業績予想（経常利益・当期利益）

経　常　利　益 当　期　利　益

Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

0

250

500

０５実績 ０６実績 ０７業予

３５１

４１０ △７％４４３

前年度比

0

150

300

０５実績 ０６実績 ０７業予

△４％

前年度比

１９２

２６１

（億円） （億円）

２５０
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主要事業説明

Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

　　　　　　　Ⅲ－①　半導体製造装置

　　　　　　　Ⅲ－②　液晶関連製造装置

　　　　　　　Ⅲ－③　ＨＤＤ関連製造装置

　　　　　　　Ⅲ－④　ライフサイエンス関連事業

　　　　　　　Ⅲ－⑤　チップマウンタ

　　　　　　　Ⅲ－⑥　商事部門
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0

200

400

０６年 ０７年 ０８年

【半導体製造装置市場】 （売上ベース）

（億US$）

10.1

32.7

-0.6

24.8

16.3

-2.2

-20

0

20

40

０６年 ０７年 ０８年

【半導体製造装置市場（前年比伸び率）】
（％）

前工程前
工
程

４１４ ４０４

４７０

　（出所）ＳＥＭＩの２００７年２月迄の実績値及び当社推測　　　（注）前回予想は、２００６年１０月の０６年９月中間期決算発表時の見通し

市場動向（半導体製造装置）
Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

前
回
予
想

全　体

【状況説明】

・０６年度の半導体設備投資はＤＲＡＭ、ＮＡＮＤフラッシュ等、メモリー向けに大型投資が行われ、
　さらに、９－１２月におけるＤＲＡＭ高騰により、２００６年末　台湾、韓国にて追加投資が行われた

・０７年度もメモリー向けに大型投資が行われる予定だが、一部ロジック系顧客にて設備投資金額の
　削減があり、全体/前工程半導体設備投資の０７年度の伸び率は、ほぼ　ゼロ近辺　と予想
・０８年度は、０７年度に半導体市場における生産/在庫調整が完了し、北京オリンピック（０８年８月）、
　米国大統領選挙（０８年１１月）に向けた需要喚起により、０８年度の市場伸び率は二桁になると予想

＜前回予想＞ ０６年　　　　　　　　０７年
　　　　　（全　体）　 ：　１１．９％ ７．８％
　　　　（前工程）　　：　 １５．５％　　　 　　５．８％　　

　　　

後
工
程
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受注高の推移（半導体製造装置）
Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

【連結受注高の推移】 【連結受注高の推移（前年度比伸び率）】

（億円）

13

-1

4

-10

0

10

20

０５年度実績 ０６年度実績 ０７年度予想

（％）

【状況説明】

・０７／上：測長ＳＥＭ、解析装置（ＦＥ－ＳＥＭ）等の好調により、前年同期比＋３％を予想

・０７／下：エッチング装置の新規顧客獲得、検査装置の伸長等により、前年同期比＋５％を予想

・０７年度：エッチング装置、測長ＳＥＭ、各種検査装置等の新製品効果等により、前年度比＋４％を予想

0

500

1,000

０５／上 ０５／下 ０６／上 ０６／下 ０７／上 ０７／下
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売上高の推移（半導体製造装置）
Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

【前年度比増減説明と今後の取り組み】【主要製品群別売上高の推移】

0

1,000

2,000

０５実績 ０６実績 ０７予想

（億円）

プロセス

評価解析

後工程他

△１％１，７８２ １，７６０

△１５％

＋１２％

△１３％

■プロセス装置　　　　
　①エッチング装置は、06年度、米国大手顧客向けが好調
　　07年度は、米国に加えて、韓国、台湾地域より新規顧客
　　を確保、さらなる売上増を見込む
②ＡＳＭＬ社製露光装置は、06年度、最新鋭機による新規
　 顧客開拓により売上高が大幅に増加
　　07年度は、継続的顧客サポートの充実により拡販を図る

■評価・解析装置　
　①測長SEMは、06年度、新製品投入により好調に推移
　　07年度は、新ソフト（ﾃﾞｻﾞｲﾝｹﾞｰｼﾞ）、マスク用測長SEM
　　投入による競争力強化でさらに売上拡大を図る

②検査装置（レビューＳＥＭ、暗視野検査装置）は、06年度
　　レビューＳＥＭが大幅売上増。07年度は、各種新製品の
　　投入により検査装置全体の伸長を実現

③解析装置は、06年度、主力のＦＥ-ＳＥＭが堅調に推移、
　　ﾅﾉﾌﾟﾛｰﾊﾞも重点顧客に実績構築。07年度は、STEM、
　　TEMの新製品投入により売上拡大

■後工程装置（ダイボンダ）
　①06年度は、韓国・台湾地域の投資増加により
　　過去最高の売上高を達成。07年度は減少するも、新規
　　顧客開拓等により高水準を維持する

前年度比

１，４７８

0

500

1,000

1,500

2,000

０５実績 ０６実績 ０７予想

【地域別売上高推移】
（億円）

＋１２％

＋８％

±０％

△１３％日本

韓国

中国大陸
台湾地域

米州・欧州
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市場動向（液晶関連製造装置）
Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

【液晶関連製造装置市場】
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2,000

4,000

6,000

０６年 ０７年 ０８年

【液晶関連製造装置市場（前年比伸び率）】
（億円）

５，２７０
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-10
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４，５００

当
社
関
連

　（出所）ＳＥＡＪ（２００７年１月）データに基づき当社にて推定

　（注）前回予想は、２００６年１０月の０６年３月期中間決算発表時の見通し

（％）

全　体

【状況説明】

　・液晶ＴＶの需要拡大と大型化が加速、パネルメーカーの投資競争と急激な価格低下により韓国・台湾を

　　中心に０６年後半から０７年の前工程投資計画予定は延期及び縮小

　・一部のメーカーは次世代ラインの新設・増設を進めているが、 ０７年の液晶関連製造装置市場は

　　０６年比△１４％と予測

　・後工程は消費地近傍での生産の動きが加速し、中国大陸だけでなく欧州、中米等グローバル化が加速

　・０８年には投資が再開され、製造装置市場は２桁増に回復する見込み

５，０００

前
回
予
想

非
関
連
分
野

当社関連

＜前回予想＞ ０６年　　　　　　　　０７年
　　　　　（全　体）　 ：　０．０％ 　 △１４．６％
　　　　（当社関連） ： ０．０％　　　 　　△１３．３％
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受注高の推移（液晶関連製造装置）
Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

0

200

400

０５／上 ０５／下 ０６／上 ０６／下 ０７／上 ０７／下

（億円）
（％）

【状況説明】

　・０７／上：実装装置は好調であるが、前工程の露光装置が大幅減となり前年同期比△１０％を予想

　・０７／下：露光装置は回復するが商事品が大幅減で前年同期比△ ３１％を予想

　・０７年度：前年度比は、上記により△２２％を予想

　　　　　　　　商事品は０６年度、顧客計画前倒しに伴う大口受注計上により、前年度比△５９％を予想（スポット要因）

【連結受注高の推移】 【連結受注高の推移（前年度比伸び率）】
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【主要製品群別売上高の推移】

売上高の推移（液晶関連製造装置）
Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

0
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０５実績 ０６実績 ０７業予

（億円）

ウエット

モジュール

露光

＋２％

＜前年度比増減説明＞

■組立・モジュール装置

　・大型液晶テレビ対応新製品の投入や台湾メーカー

　　等の中国大陸への進出加速に伴い、２７％増加

■ウェットプロセス装置

　・海外新興メーカーとの競合と前工程の投資削減

　　により減少

■露光装置

　・G８、Ｇ７.５世代やＢＭ対応露光装置など新製品の

　　投入により、０６年度は大幅増

　　０７年度は前工程の投資削減で減少

■検査装置・商事品他

　・プロセス内の検査装置はシェア確保するものの、

　　大型化に伴うライン本数の減少や、ガラス基板用

　　検査装置の投資が一段落し伸びは鈍化

＜今後の取り組み＞

　・テレビ組立のグローバル化に対応する営業・

　　サービス体制構築と生産能力増強（中国・欧米等）

　・新プロセス対応製品の早期戦力化

５５８
５１５

【前年度比増減説明と今後の取り組み】

＋２７％

＋１２％

前年度比

－２９－

検査商事他
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【当社地域別売上高推移】
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＜前回予想＞ ０６年　　　　　０７年
　　　　　（全　体）　 ：　４２.０％ 　　 ９.９％
　　　　（当社関連） ： ４４.０％ 　 　１０.９％　　　　　
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市場動向（ＨＤＤ関連製造装置）
Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

【ＨＤＤ関連製造装置市場】 【ＨＤＤ関連製造装置市場（前年比伸び率）】

【状況説明】

　・０６年ＨＤＤ市場は、ＰＣ・非ＰＣ向けとも需要が大幅に拡大。設備市場は、ディスク・ヘッド需要拡大

　　に伴い、専業メーカーを中心に新工場建設、新規増産ラインの大型投資が相次いだ

　・０７年ＨＤＤ市場は、引き続き安定した伸びを示す。設備市場は、設備投資の一段落、高密度化の進展による

　　ディスク搭載枚数の減少、キャプティブメーカーの内製化比率アップ・事業見直し等で０６年比△２７％と予測

　・０８年も、ディスク生産枚数の伸び率アップは見込めず、０７年比＋０.６％の微増

（億円） （％）２,３５０

１，８３０ １，９００

当
社
関
連

（出所）IDEMAデータに基づき当社にて予測
（注）前回予想は、２００６年１０月の０６年３月期中間決算発表時の見通し

当社関連
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想

全　体
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受注高の推移（ＨＤＤ関連製造装置）
Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

【連結受注高の推移】 【連結受注高の推移（前年度比伸び率）】

【状況説明】
　・０７／上：設備投資の計画延期や計画見直しが相次いでおり、前年同期比△２２％を予想

　・０７／下： ０７／上に引き続き設備投資が減少

　・０７年度：前年度比は、国内メーカの投資は一段落し、一部の米国メーカの投資はあるものの、全体として

　　　　　　　　踊り場となり、大幅減の△２１％を予想

（％）（億円）
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0

100

200

０５実績 ０６実績 ０７予想

－３２－

売上高の推移（ＨＤＤ関連製造装置）
Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

【前年度比増減説明と今後の取り組み】【主要製品群別売上高の推移】

プロセス装置

ﾃﾞｨｽｸﾃｽﾄｼｽﾃﾑ

ヘッドテスタ

表面検査装置

△１５％

（億円）
２４７

２１１

＜前年度比増減説明＞
■ヘッドテスタ

　　・主要顧客の工場統廃合等による設備投資減

■表面検査装置
　　・新規顧客からの受注獲得による売上増　　

■プロセス装置
　　・垂直ディスクへのプロセス転換による
　　　設備投資減

■ディスクテストシステム

　　・ディスク生産枚数の伸び率減少による
　　　設備投資減

＜今後の取り組み＞

　　・米国大手顧客からの受注獲得

　　・新製品の開発と市場投入
　　　　　

△４７％

＋６１％

△４３％

前年度比

１４２

△１２％
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生命科学

質量分析

元素分析

分子分光

分離分析

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

０６年 ０７年 ０８年

その他

POCT

血糖

遺伝子

免疫

生化学

年平均 ７%増

市場動向（ライフサイエンス関連事業）

－３３－

Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

１．汎用分析分野（元素分析・分子分光･分離分析）
　　の伸長は鈍化

　　・液体クロマトグラフは６％の伸び

　　・超高速対応の液体クロマトグラフの市場形成

２．質量分析市場は、８％の堅調な伸び

　　・タンパク質解析から診断マーカー探索へ展開

３．生命科学分野の伸長は、一服感

（億円）

【ラボ用分析及び生命科学機器市場概況】

１．体外診断全体では７％の成長

　　・生化学分野は飽和、免疫分野は伸長

２．日本市場は飽和状態により、伸び率はほぼゼロ

３．遺伝子診断分野は、感染症を中心に１６％成長

【体外診断関連市場概況】

（億円）

　（出所）Kalorama Information 5th Edition(2006)を基に当社推定　

年平均 ６%増

　（出所）SDi Report 9th Edition(2006)
当社関連 当社関連

38,000
40,800

43,700

23,400
24,900

26,400
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売　上　高

売上高の推移（ライフサイエンス関連事業）

－３４－

（億円）

0

500

1,000

０５実績 ０６実績 ０７予想

９３３

８１２

△１２％

△１４％

△１３％

医　用

バイオ

　（注）前回予想は、２００７年１月の第３四半期決算発表時の見通し　　

前年度比

Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

８５３

自　社　品

自　社　品

商　事　品

商　事　品

【前年度比増減説明と今後の取り組み】

■バイオ関連事業
　①液体クロマトグラフは、０６年度は新製品効果で
　　　売上増
　　　０７年度は新型カラム投入で超高速システムを
　　　本格立上げ
　②液体クロマトグラフ質量分析計は、０６年度は
　　　優位化技術開発により売上増
　　　０７年度は診断マーカー探索市場向けへ展開
　③ＤＮＡシーケンサは、遺伝子鑑定・食品等応用
　　　分野の深耕により業績水準を維持
　④取扱製品の見直し、ＡＳＥＡＮ、インド市場での
　　　分析事業の立上げによる海外でのブランド強化　　
　　　　　　　　　　　　　　　

■医用関連事業　
　①生化学・免疫分析装置は、０６年度、欧米向け
　　　新製品投入効果により売上増
　　　０７年度は、反動減予想。引き続き、ラインアップ
　　　展開により拡販を図る
　②国内・中国向け新型装置の販売立上げ、中国向け
　　　装置・試薬のシステム販売推進、栄研化学（株）と
　　　の遺伝子検査事業の開発推進を図る
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1,000
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3,000
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－３５－

市場動向及び売上高の推移（チップマウンタ）
Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

【チップマウンタ市場】

（億円）
３,２８７

（出所）日本ロボット工業会資料(2006年11月）調査機関資料に基づき当社作成

・０６年度は、デジタルAV製品やBRIC’sローエンド携帯

　電話分野が急成長

・０７年度以降は、大型化・低価格化が進むフラットTV

　等のデジタルAV製品、電子化が進む自動車電装品

　の成長は持続するものの、市場全体では微増と予測

３,３５５３,３４０

・０６年度は後半になって顧客の納期後倒しの影響で

　前年度比微増

・０７年度は新規顧客獲得によるシェア拡大により、

　対前年度比で大幅増加を予想

・今後の取り組み

　＊グローバル営業力・サービス力強化によるＣＳ

　　　向上、国内外拠点人員増強を継続　

　＊モジュラマウンタ新製品投入によるシェア拡大

　＊生産方式改善によるリードタイム短縮と原価低減

【対前年度比増減説明と今後の取り組み】

0

100

200

300

０５実績 ０６実績 ０７予想

【売上高の推移】
（億円）

２０２
２０７

２９２

【状況説明（当社関連市場） 】

＋４１％

＋２５％

＋２６％

＋５０％

前年度比

＋１１％

当
社
関
連

非
関
連
分
野

米州

アジア

日　　本

欧　州
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商　事　部　門

■基本方針

　・重点四市場（自動車・デジタル家電・通信・半導体）　
　　　　　　　　

　　への積極的営業投資による高付加価値ビジネス

　　の推進

　・グローバル営業力とエンジニアリング力強化に

　　よる新規開発の促進
■当社の取り組む重点四市場

＊自動車用部品

＊車載用ＨＤＤ　等

＊MPEG-2製品
＊ＴＶ会議システム

＊ブロードバンド

＊携帯電話　等　

＊シリコンウェーハ

＊超薄型ＢＧＡ基板　等

＊有機ＥＬ製造装置

＊ＦＰＤ部材

＊光学部品　等

＊調達ソリューション

＊設計・製造ソリューション

＊高輝度ＬＥＤ

3,135

3,587

3,285

2,615

2,374
2,443

0.9
1.0

1.4

0

3,000

6,000

０５実績 ０６実績 ０７予想

0.0

1.0

2.0

（億円） （％）

営業利益率

【売上高の推移】

５，９６１
５,７２８５，７５０

先端産業部材

情報エレクトロニクス

Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

－３６－

△４％

前年度比

△８％

＋３％ ■自動車　　■デジタル家電

■通信　　 　■半導体
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　高付加価値ビジネス①戦略パートナーシップ

(億円)

ＮＴＴエレクトロニクス（株）（ＮＥＬ）製ＭＰＥＧ－２製品の拡販

Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

0

100

200

300

400

05年 06年 07年 10年

SDTV放送製品

HDTV放送製品

【事業概要】

　　ＮＥＬ製　映像圧縮製品の拡販

　　ＬＳＩ、モジュール、完成Boxを海外向けプロ放送用
　　に拡販、ホームネットワーク分野へも拡充

【ＮＥＬ製品の強み】

　　高画質、低遅延、低消費電力、小型化の技術力

【０６年度実績】

１．ハイエンドプロ放送用HDTV製品が伸張
２．HDTV MPEG-2 LSI・モジュールへの開発費投資
　　により戦略的パーナーシップを構築

【０７年度事業戦略】

１．米国放送デジタル化の大型プロジェクト参入による

　　シェアアップ

２．W-W営業リソース増強、技術サポート専任の育成
　　（自前エンジニアリング強化）による取引拡大・新規

　　顧客の開拓

３．無線チップメーカーとの協業によりプラットホーム

　　を提供、デジタル家電ホームネットワーク分野を

　　開拓
0

40

０５実績 ０６実績 ０７予想 １０計画

【プロ放送用映像圧縮市場規模】

【売上高の推移】

(億円)

出所：当社にて作成

Moving Picture Expert Group 2（動画符号化方式の一つ）

SDTV=Standard Difinition TV
HDTV=High-Difinition TV(高品位テレビ）

－３７－



Copyright© 2007 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.－３８－

高付加価値ビジネス②ソフトウェアエンジニアリング
Ⅲ．２００８年３月期　業績予想概要

【テレビ会議市場（国内出荷台数）】

HD（HighDefinition）テレビ会議トータルソリューション‘‘ハイテクビジョンハイテクビジョン’’

【売上高の推移】

0

5

10

15

20

０６年 ０７年 ０８年 10年

0

30

60

０６実績 ０７予想 １０計画

【事業概要と付加価値・強み】

(億円)

従来機

ハイビジョン機

■会議予約運用ソフト
■ネットワーク構築
■ＡＳＰサービス
■保守サポート

世界初ハイビジョン対応
テレビ会議システム

（米国）

　　　多地点接続装置

＜HD機の特長＞

遠隔地との高精細画像共有ﾆｰｽﾞへの対応

　例）技術指導、教育、医療　等

(千台)

商事品と自社ソフトエンジニアリングによる
ワン･ストップ･ソリューションの提供

商事品商事品 自社ｿﾌﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ自社ｿﾌﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

（英国）

【０６年度実績および０７年度事業戦略】

１．０６年度LifeSize社製品の国内総販売代理権取得　　

　　（０７年４月～）

２．代理店拡充による営業力強化
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参考：データ集

－３９－
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四半期業績の推移

７２

１２４

１２１

２，４６７

０６年２Ｑ

６５

１１４

１３４

２，４８４

０６年４Ｑ

６５

１０７

１０８

２，３３９

０６年３Ｑ

２０

５０

４７

１，９７５

０５年１Ｑ

５９６７４９５６当　期　利　益

９８１４１７３８７経　常　利　益

８８１３５６８１１０営　業　利　益

２，２２６２，４７２２，１６２２，２７４売　　上　　高

０６年１Ｑ０５年４Ｑ０５年３Ｑ０５年２Ｑ

９１９

５７６

２１７

６２８

０６年３Ｑ

９３３

６３３

２３９

６６２

０６年２Ｑ

８５９

５８３

２１３

５７１

０６年１Ｑ

８７６

５８３

２６５

７６０

０６年４Ｑ

８４５８１６７６０７１４先端産業部材

６９３６８５６９５５４２情報エレクトロニクス

２４９１９７２１２１９６ライフサイエンス

６８６４６４６０７５２３電子デバイスシステム

０５年４Ｑ０５年３Ｑ０５年２Ｑ０５年１Ｑ

＜セグメント別売上高＞

（億円）

（億円）

参考：データ集

－４０－
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＋　７％

△１０％

＋５９％

０５年度比

１９１

７６

１０６

０６年度

実績

＋２０％２２９１７９研究開発費

＋４１％１０８８５減価償却費

＋　２％１０８６７設備投資額

０６年度比
０７年度

予想

０５年度

実績

（億円）

　（注）設備投資額は取得ベースにて記載

設備投資額・減価償却費・研究開発費
参考：データ集
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主要製品群別売上高の動向 （億円）

３，１３５

１，３５４

４２２

３７１

９８８

２，６１５

５６４

３２４

６８３

５８８

４５６

８５３

２１２

４６１

１８０

２，２８０

４６５

７６９

５５８

１４２

３４６

０５年度実績

△　８％

△　７％

＋１３％

△　９％

△２０％

３，２８５

１，５５９

５９０

２８１

８５５

＋１４％

＋２４％

＋２４％

△１７％

＋９％

３，５８７

１，６８０

５２４

３０９

１，０７４

【先端産業部材】

　工業材料　

　電子デバイス材料

　光関連部材

　その他

＋　３％

△　３％

＋３１％

△　９％

＋　５％

＋　１％

２，４４３

５７６

３８３

３９１

６３９

４５４

△　９％

＋５％

△１０％

△３７％

＋　４％

△２％

２，３７４

５９１

２９２

４３２

６１０

４４９

【情報エレクトロニクス】

　情報システム

　組立装置

　半導体

　メディアデバイス・情報通信

　その他

△１３％

＋２２％

△１４％

△７０％

８１２

２８４

４８６

４２

＋９％

＋９％

＋２２％

△２３％

９３３

２３２

５６３

１３８

【ライフサイエンス】

　バイオ関連機器

　医用関連製品

　その他

△　２％

△１５％

＋１２％

＋　２％

△１５％

△１４％

２，５６０

５３６

９８３

５２４

２１１

３０６

＋１５％

＋３５％

＋１４％

△　８％

＋７４％

＋３％

２，６２２

６２７

８７７

５１５

２４７

３５６

【電子デバイスシステム】

　プロセス装置

　評価・解析装置

　液晶関連製造装置

　ＨＤＤ関連製造装置

　その他

０６年度比０７年度予想０５年度比０６年度実績

－４２－

参考：データ集
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＜資料取り扱い上の注意＞

①本プレゼンテーションで述べられている決算概要及び業績予想は、注記のない限り

　　すべて連結です。

②数値情報は、億円未満を四捨五入しています。

③増減率は、基本的に円単位で計算しています。

④本プレゼンテーションで述べられている将来の当社業績に関する予想は、現時点で

　　知りうる情報をもとに策定されたものです。当社の参画する産業界はテクノロジーの

　　変化が速く、競争の激しい産業です。また、世界経済、半導体市況、為替相場など、

　　当社の業績に直接的・間接的に影響を与える様々な外部要因があります。

　　従いまして、今後、当社の業績が本プレゼンテーションと異なる可能性があることを

　　お含みおきください。但し、大きな変動がある場合は、証券取引所の適時開示規則

　　及び当社の自発的判断等に基づき、その都度公表していく所存です。

以　上

－４３－


